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研究成果の概要： 東西の霊性における愛の思想史を主要テーマとする本研究は、ユダヤ・

キリスト教の「愛」と仏教の「慈悲」についての思想史的比較研究を行ない、原典に忠実

に比較思想学の方法論を踏まえつつ、愛について言及されているテクストを異なった文化

圏・言語の文献に照らして解読し、東西の霊性に共通する基盤と相違点を探るものである。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
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年度  
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・思想史 
キーワード： 霊性、思想史、ユダヤ・キリスト教、仏教、愛、慈悲、宗教言語、聖書 
 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまで比較思想、キリスト教霊
性史の分野で一つの根幹をなすテーマとして、
愛の思想史に関心をもっていた。『エディット・
シュタインー愛と真理の炎』、『愛のおもむくま
まに』、『現代社会における霊性と倫理ー宗教の
根底にあるもの』、などの著書を出版してきたが、
本研究はこの延長線上に立ち、ユダヤ・キリス
ト教と仏教における愛の思想史を比較研究しよ
うとするものである。先行研究が比較的乏しい
テーマであり、単なる文献学的研究の域を越え、
近代における「愛」の思想の行方とポストモダ

ンの思想の潮流における愛の理解、共同体論、
愛の実践などの現代的なテーマへの接点を探る
ことも本研究の課題である。 
 
２．研究の目的 
 
（１）ユダヤ教古典文献、ヘブライ聖書における

「愛」について理解するために、まずキリスト教

における「愛」の思想史的発展の土台となったユ

ダヤ・ヘブライ思想の「愛」についての理解を主



にヘブライ聖書とラビ古典文献（タルムード、ミ

ドラッシュ等）を中心に解析する。掟、要求、教

えとしての愛の特徴を明らかにする。 

（２）新約聖書に見られる「愛」（アガペー）に

ついて、伝統的なユダヤ教を超えるものとしてど

のような点にその特質があるのか、テクストにそ

くして明らかにする。比較思想史的な観点から

「愛」をめぐる理解についてユダヤ・ヘブライ的

なものとキリスト教的なものの交差する点、また

相互の緊張関係について論じる。 

（３）ギリシア・ラテン思想における愛の思想史 

の発展におけるギリシア哲学とキリスト教思想の

交わるところについて論究する。 

（４）キリスト教の「愛」の神秘主義と仏教的「慈

愛」に共通する思想的文脈を解析し、両者の類似

する点、相違点について明らかにし、国際的な学

術集会の場で発表する。 

 
３．研究の方法 
（１）資料の収集と複写、および解読 

本研究において、研究代表者または海外共同研究

者のいずれか一方が、それぞれの文献の原典にあ

たった。研究代表者の須沢は仏教関係の漢語、日

本語文献、ヨーロッパ現代語、中高ドイツ語、ラ

テン語を担当し、海外共同研究者のReinhrad 

Neudeckerはヘブライ語、ギリシア語、ヨーロッパ

主要言語による文献を担当した。テクストそのも

のとの対話、すなわちテクストが指示し、展開す

る世界に参入し、それを共有することによって披

かれてくる新しい聖書、古典文献の読み方を東西

の文献比較において提示しようとする方法は、本

研究の核を形成している。 

 

（２）文献・資料の選択・抽出 

 ヘブライ語聖書、ユダヤ教文献（タルムード、

ミドラッシュ）、キリスト教神秘思想の文献のな

かから、愛に関する叙述、テクストを抽出する。

ヘブライ聖書においては、特にレビ記と雅歌を取

り上げ、新約聖書は「愛」という言葉が使われて

いる主な箇所を抽出し、テクストの構成、動詞の

態、頻出する比喩、隠喩ならびにイメージを検討

し、ユダヤ・ヘブライの文化と宗教において、ま

た、キリスト教において「愛」がどのように理解

されているかについて検討した。 

 

（３）関係資料の解読と分析、研究計画のレビュ

ー 

大乗仏教の漢訳文献、浄土真宗の聖典、親鸞、道

元、日蓮の著作を解読し、「慈愛」、「慈悲」、

「大悲」、「慈」の意味内容について検討した。 

ヨーロッパ中世の神秘家の著作については原典を

収集し、中世ドイツ語、高地ドイツ語の特殊文字

の写本、書物の解読にあたっては、日本ではこの

分野の専門家の養成がなされていないため、ドイ

ツ・フライブルク大学のキリスト教宗教哲学研究

所の教員とスタッフから指導、専門的知識の提供

を受けた。 

 

（４）本研究全般にわたって、海外共同研究者の

Reinhard Neudecker（教皇庁立聖書研究所）の協

力を得、共同研究者は平成１８年、１９年の夏に

来日し、研究代表者と学術的な討議、意見の交換

をし、共著論文を発表した。 
 
４．研究成果 
 
（１）ヘブライ聖書、ユダヤ教文献（タルムード、

ミドラッシュ）、キリスト教神秘思想の文献のなか

から愛に関する叙述、テクストを抽出した。ヘブラ

イ聖書においては、特にレビ記と雅歌を取り上げ、

新約聖書は「愛」という言葉が使われている主な箇

所を抽出し、テクストの構成、動詞の態、頻出する

比喩、隠喩ならびにイメージを検討し、ユダヤ・ヘ

ブライの文化と宗教において、また、キリスト教に

おいて「愛」がどのように理解されているかについ

て検討した。ユダヤ教においては、「愛」は基本的

に同族であるユダヤ人との関わりにおいて捉えら

れており、隣人愛も仲間、同族間での愛を意味する



のに対して、キリスト教は血縁、同族を越えた普遍

的な愛が強調されている。敵をも愛する愛はキリス

ト教のアガペーの愛との関連で理解される。また、

ユダヤ教、キリスト教はヘブライ思想の二潮流であ

るにもかかわらず、聖書的な「愛」（アガペー）に

は新約聖書おけるギリシア的な考え方との拮抗関

係が見られ、本来、ヘブライ思想から枝分かれした

キリスト教思想とは異質の考え方が導入されてい

ることが明らかになった。 

 

（２）大乗仏教、浄土真宗の文献を解読し、「慈

愛」、「慈悲」、「大悲」、「慈」の意味内容に

ついて検討した。大乗仏教における観音・阿弥陀

の「慈悲」、「慈愛」が上から降下するものとし

てではなく、むしろ衆生への感情的な一体感が強

調されている。仏教の「慈しみ」「慈愛」（原語：

梵 マイトリー＝友情、友愛））とギリシア思想

の「フィリア」（友愛）との類似性について比較・

検討し、両者に共通点、類似点があることを指摘

した。 

 

（３）仏教の「慈悲」、「大悲」（原語：梵巴 カ

ルナー ）と新約聖書のアガペーとの内実の相関性

について論究した。キリスト教における神と人との

愛における一致、交わりがいわゆる西欧近代の自他

関係を超克する次元で高められている点について

注目し、煩悩から離れ、執着を超える普遍的次元と

しての仏教的な「慈愛」、「慈悲」との共通する思

想的文脈を探った。仏教において「愛」という用語

は、執着や欲望との関連で理解され、ユダヤ・キリ

スト教における愛に見られる人格的な意味をもた

ない。しかしながら、ニュアンスの相違はあるが、

自我、己を超え出るところにおいてあらわれる世界

という意味では、キリスト教的な愛の概念に親近す

るものが仏教的な慈悲にも見られることがわかっ

た。 

 

（４）研究テーマについての情報交換と研究討議の

ため、研究代表者はヨーロッパに出張し、ドイツ、

イタリアで資料の収集と研究者との討議による研

究計画のレビュー、突き合わせを行なった。さらに、

ドイツ、フライブルク大学、スイス、フリブール大

学、イタリア、ローマ、教皇庁立聖書研究所におい

て研究成果を発表する機会に恵まれた。海外共同研

究者がいるイタリアはもとより、スイスとドイツに

おいては、仏教関係の文献との比較において、聖書、

キリスト教思想の文献を「愛」という中心的なテー

マを軸にして理解し、その根底を支える宗教体験、

宗教言語について研究しようとした試みはインパ

クトをもたらした。これらの研究発表によって、今

後の共同研究への申し入れがあり、ドイツから数名

の研究者から共同研究のために来日したいとの意

向を示され、具体的な準備に着手した。 

 

（５）本研究は、比較思想、宗教対話、比較霊性の

領域でもっとも重量なテーマの一つである愛をめ

ぐる問題をテクストにそくして、文献学的に取り扱

ったが、さらに今後の研究の方向として、実践的な

テーマにも及ぶ関連研究への構想を着想すること

ができ、次の研究への新たなステップを築くことが

できた。 
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